
——子育てに悩むすべてのお父さんへ 

『父親ができる最高の子育て』 

高濱正伸 著（ポプラ社） 

～子育てにおける、 

父親のほんとうの役割を実証！～ 

 

 

 

 

父のサポートなくして、母の心の安定なし！ 

子どもの笑顔、母の笑顔を支えるものとは？ 

株式会社こうゆう（本社：さいたま市浦和区）の代表 高濱 正伸
たかはま まさのぶ

は、この度、ポプラ社より『父親ができ

る最高の子育て』を出版いたしました。25 年以上、教育現場に立ち続けてきたからこそ見えてきたことをお

伝えします。子育てに悩むお父さん方、必見の一冊です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てをするうえで、父親が取り組むべきたったひとつのこと 

子どもは、いつでも家庭の中の両親の関係を見ているもの。子どもの幸せの

ために、妻の笑顔を引き出すよきサポーターになることが大切です。妻のご機

嫌をとるためではなく、わが子のために、家族のために、家族の中心となる母

親を支えていくことを考えればいいのです。 

「イクメン」になる必要はありません。子育てに全面協力というのは、でき

る人、やりたい人がやればいいことで、家庭での父親の第一義的な仕事はあく

まで「妻を笑顔にすること」。母親が安心して育児に取り組めるように支えて

あげることこそ、父親が家族のためにできる最高の役割なのです。 
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母親の「除菌主義」を打ち破るのも父親の役目 

子どもを守りたい一心から、しばしば「除菌主義」に陥ってしまうこともあります。「そんなことを

してはいけない」とつい言ってしまう、変わりに先生に言ってあげるなど、わが子を危険や失敗から遠

ざけようと必死になってしまうのは母親の深い愛情ゆえ。 

しかし、子どもたちにとってはそれも大事な経験のひとつ。少しくらい危険な目にあっても、「こう

すればよかったのか」と自分なりに考え、活路を見出していくことで学ぶことも多いのです。特に男の

子にとっては、スリルもおもしろさのうち。「子どものことなのに心配じゃないの？」とわが子を心配

するお母さんに、「男ってそんなものだから」と返せるのはお父さんだけなのです。母親がなんでもし

てあげていては、自分一人では何もできない子どもになってしまいます。子育てのゴールは自立した大

人に育てること。そのゴールがぶれていないか夫婦で確認しあうことも大切です。 

父親だからこそ、学習面も支え続けられる 

勉強を教えることにおいても父親のほうが向いていることも実は多く

あります。論理的思考力があり、解決策を見つけることが得意な男性だ

からこそ、どこでつまずいてなぜそうなってしまうのかを分析して助言

することができるのです。 

「どうしてわからないの？」「さっきもいったじゃない！」妻が感情

的になってしまっているなと感じたら、「変わろうか」とさりげなくチ

ェンジすることで、家族のなかでの役割分担もうまくいくでしょう。 

休みの日は、将棋や囲碁等のボードゲームやトランプのあとに感想戦

をするのもおすすめです。そのやりとりを通じて、子どもの論理的思考

や戦略を練る思考を育てることもできます。 
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